
花垣和則（KEK素核研） 

非常にたくさんの方々にご協力いただいています 

KEK加速器研究施設第6系＋第4系 
KEK物質構造学研究所放射光実験施設 
名古屋大学，京都大学，神戸大学

測定器開発室と 
テストビームラインの現状と展望



プラットフォームB 
シリコン検出器 
（35名, 13機関） 

東城 (九大)，外川 (KEK)

プラットフォームC 
ガス検出器+アクティブTPC 

（30名, 17機関） 
坂下(KEK)，身内(神戸大)

プラットフォームA 
光センサー, シンチ 
（37名, 17機関） 

越水 (東北大)，横山 (東大) 
西田（KEK）

•PF-ARテストビームライン 
•共用テスト設備（大型クリーンルーム， 
　　　　　　　　X線照射設備，測定器開発室の資産）

KEKの持つインフラを最大限活用
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測定器開発プラットフォーム

機構横断的な開発を
推進し大きな成果

•研究会などの異分野交流 
•共同開発 
•共同試験

富士実験棟などをユーザーの
実験スペースとして整備中



テストビームライン
場所
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ZONE-A
No. 番地 棟名称

A05 a-1 日光実験棟

ZONE-C
No. 番地 棟名称

C05 d-1 筑波実験棟

ZONE-E
No. 番地 棟名称

E21 c-3 放射性試料測定棟
E25 c-2 超伝導リニアック試験施設棟
E27 b-3 北カウンターホール
E29 b-3 先端加速器試験棟
E36 b-2 · c-2 超伝導加速器利用促進化推進棟

ZONE-G
No. 番地 棟名称

G07 a-3 富士実験棟
G12 a-4 電子陽電子加速器コントロール棟
G16 a-3 PF-AR南実験棟
G18 a-3 PF-AR東実験棟
G20 a-3 PF-AR北東実験棟
G23 a-3 PF-AR北実験棟
G24 a-3 PF-AR北西実験棟
G26 a-3 PF-AR西実験棟

ZONE-H
No. 番地 棟名称

H01 b-7 電子陽電子入射器コントロール棟
H02 a-5,6,7 電子陽電子入射器棟
H04 a-4 PF光源棟
H05 a-5 PF研究棟
H07 a-5 PF実験準備棟

ZONE-,
No. 番地 棟名称

,10 c-4 ERL開発棟
,15 b-4 先端計測実験棟
,17 b-4 先端計測開発棟

ZONE-J
No. 番地 棟名称

J02 d-3 大穂実験棟

ZONE-K
No. 番地 棟名称

K01 c-5 １号館
K02 c-5 ２号館
K03 c-5 ３号館
K14 b-4 中性子中間子ビームライン制御棟
K26 b-5 構造生物実験準備棟

ZONE-L
No. 番地 棟名称

L01 d-5 管理棟
L05 d-5 第４低温棟
L07 d-5 第２低温棟
L08 d-5 第３低温棟
L10 d-5 第１低温棟
L13 d-4 第１工作棟
L14 d-4 第２工作棟
L15 d-4 第３工作棟

ZONE-M
No. 番地 棟名称

M01 c-6 研究本館
M02 c-6 ４号館
M04 b-6 放射線管理棟
M05 b-6 化学実験棟

ZONE-N
No. 番地 棟名称

N01 d-6 インフォメーションセンター
N02 d-6 国際交流センター
N03 d-6 計算機北棟
N04 d-6 食堂
N06 d-6 計算機南棟
N07 d-6 職員会館
N08 d-6 共同利用研究者宿泊施設２号棟
N09 d-6 共同利用研究者宿泊施設共用棟
N10 d-6 共同利用研究者宿泊施設３号棟
N12 d-6 共同利用研究者宿泊施設１号棟
N13 d-6 共同利用研究者宿泊施設４号棟
N14 d-6 外国人研究員等宿泊施設Ａ号棟
N15 d-6 外国人研究員等宿泊施設Ｂ号棟
N16 d-6 外国人研究員等宿泊施設Ｃ号棟
N17 d-6 体育館

機能別一覧
No. 番地 棟名称

N04 d-6 食堂
N02 d-6 KEKコミュニケーションプラザ
N07 d-6 売店／レストラン／理容室
N17 d-6 体育館
N01 d-6 インフォメーション／救急センター
M01 c-6 図書室
,15 b-4 産業医室・健康相談室
M04 b-6 放射線管理室受付
N02 d-6 ユーザーズオフィス
K29 c-5 納品管理センター
M01 c-6 小林ホール
– d-4 プール
– b-6 野球場
– d-7 テニスコート
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高エネルギー加速器研究機構案内図
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ビーム取り出し 
（いい加減なイメージ）

ステージを製造予定



๏ 放射光実験施設（フォトンファクトリー；PF）が持つ放射光の光源と
なる電子加速器の1つ 
‣ PFリング　2.5GeV 
‣ Photon Factory Advanced Ring (PF-AR) 
6.5GeV（5GeV運転も） 

๏ 加速器研究施設第六研究系が，加速器（蓄積電子ビーム）の担当 
๏ 周回周期1.257μsのシングルバンチ 
๏ 50-65mAで運転 
๏ トップアップ（電子の継続入射）運転が可能

PF-AR
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概要

放射光源である 
蓄積電子ビームの 
寿命と安定性が 
最優先

γ→e+e-

ビームハローに 
ワイヤ標的を
挿入
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๏ Geant 
‣ 6.5GeVまたは5GeVの電子を100μmφのカーボンに入射 
‣ 生成されたγ線を銅に入射 
→ コンバータの厚さはデフォルトで10mmとするが， 
7mmを下限として調整可能（物質を追加できる）

コンバータの最適化
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PF-AR 5GeV

前田朱音さん 
外川学さん

銅の厚さ（mm）
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๏ 光学系は2GeVで最適化 
๏ ビーム輸送を行い，電磁石の内径
より内側を通過することを要求

ビーム輸送
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2 GeV/c で調整した学௺で 0.5 GeV/c のビームをୟ送

FWHMx ~ 8 cm
FWHMy ~ 4 mm
FWHMx’ ~ 0.015
FWHMy’ ~ 0.008
FWHMz’ ~ 0.08

‐ ビームパラメータ（ఏ準ု୷）

‐ 各位置でのビーム生ோ率

‐ 収൶点でのビーム分ഘ

¾ ビームサイズは2GeV/cと同ங度
¾ 運動のばらつきは少し大
¾ ビームレート : 1532 /s

converterでの多重ങೊにより
QRDでのଷ大

14/17
ઽ
൶
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コンバータから出てきた
電子の各種分布

電磁石に当たる

鷲見一路さん 
森隆志さん
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๏ トップアップ運転が可能だが，トップアップなしで蓄積電子ビームの
寿命20時間を目指すと… 
‣ 60mA → リング内に 4.7×1011個の電子 
‣ 寿命20時間とすると dN/dt = 6.5×106 [個/s] 
‣ Ring acceptance : (ΔE/E）＝0.9%  
→ Geantより，標的でビームロスが起こる確率は0.29% 

‣ 6.5×106 / 0.29%  
= 2.3×109[個/s] 
の電子が標的に 
入射してよい

予想ビームレート　←粗い予想
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2.3×109[個/s]の電子が
標的に入射する場合

鷲見一路さん 
前田朱音さん

AR 6.5 GeV 
AR 5 GeV

実際にはどれだけ標的を
入れられるかが重要



取り出した電子ビームの形予想
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鷲見一路さん 
前田朱音さん
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テストビームライン現状
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標的挿入機構 
(標的は未装着) 水冷コンバータ

取り出し用電磁石
Q3台とD1台

PF-AR蓄積電子
リング

ビームステージ

上流から下流を見てる 下流から上流を見てる

下流から上流を見てる



๏ 夏のシャットダウン中にインストールを完了 
‣ 配管や配線 
‣ インターロック関連 
‣ 電源コントロール系 
‣ 原子力規制庁からの認可待ち 

๏ （できれば）秋の運転時に標的挿入を試みる 
‣ 蓄積ビームの安定性確認 
‣ 電子ビームの測定 

๏ 2022年度から大学共同利用

テストビームライン予定

11



๏ 測定器開発室は，測定器開発プラットフォームとテスト 
ビームラインを中心に活動 
‣ プラットフォーム参加希望者は，各世話人にご連絡ください 

๏ PF-ARに電子テストビームラインを建設中 
‣ （J-PARCにもハドロンテストビームラインが欲しい） 
‣ 組織を幅広く跨ぐ協力に支えられて，計画が進行中 
‣ 来年度からの運用開始を目指している 
‣ 多くの人に使ってもらいたい

現状と展望
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関係者にお礼申し上げます


